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問 一 59.3 問 一 27.0

問 二 49.1 問 二 48.7

問 三 49.1 問 三　香山 92.6

問 四 23.1 問 四　（一） 93.1

問 五 32.8 問 七　（二） 40.2

問 六 28.5 問 五 85.2

問 七　Ａ 84.7 問 六　（一） 48.6

問 六　Ｂ 39.4 問 七　（二）　Ａ 56.5

問 六　Ｃ 88.9 　 問 七　（二）　Ｂ 73.6

問 六　Ｄ 34.7 問 七　（二）　Ｃ 52.8

問 八　ア 96.3 問 七　（二）　Ｄ 80.6

問 七　イ 90.7 問 七　Ⅰ　 98.6

問 七　ウ 89.8 問 七　Ⅱ 98.1

問 七　エ 21.3 問 七　Ⅲ 91.7

問 七　オ 88.0 問 七　Ⅳ 97.7

問 九 84.3 問 八 81.9

問　題 問　題

　合格者最高点　77
　合格者最低点　44
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１ 出典： 出典：荒谷大輔『資本主義に出口はあるか』 

問一 選択問題です。傍線部⑴より、「神話の作用」によって私たち人はどのようになると述べられているかを「創世記」の例か

ら正しく読み取る問題です。正解はイです。アは「最初に人間が作られたのち、…」が誤りです。ウは「世界が『最初の人

間』を作り…」が誤りです。エは「『世界』の支配者になれ」が誤り(正しくは「他の動物たちの支配者として…」)です。

ウの誤答が最も多かったようです。 

問二 選択問題です。傍線部⑵より、近代では「私」という存在がどう位置づけられているかを読み取る問題で、第五段落の内容

を正しく記述できているものが正解です。答えはウです。アは「独自の思考法」「宗教的な物語から解放」が誤りです。イ

は「『創世記』の神話作用をより強固に…」「無意識の影響を受けながら」が誤りです。エは「各自が宗教的な物語を内省し」

が誤りです。アやイの誤答が比較的多かったようです。 

問三 ４行記述問題です。傍線部⑶より、「新しい思考の枠組み」を作る上で大事なことをまとめて記述する問題です。第七段落

の内容を中心に記述します。すなわち、「あらかじめ設定されるべきではない」、「自分で納得のいく思考の枠組みを得る『自

由』」、「多様な言説の可能性を同等に扱い、各人があらかじめもっているバックグラウンドに関して差別を設けない『平等』」、

以上の 3つをまとめればよいでしょう。「自由」と「平等」についてはよく書けていましたが、すべてのポイントを網羅し

て四行でまとめるのは大変です。それでもしっかり書けている答案もあり、これは優秀です。 

問四 抜き出し問題です。第９段落中の傍線部⑷「『世界のあり方』を表して、その中に『人間』を社会的に位置づける」と同じ

意味の表現を抜き出します。ここは「神話の作用」＝「言葉の機能」であるという文脈を理解した上で、93行目～95行目

「神話は世界の成り立ち…言い換えることができます。」の一文が対応していることを見抜くことが要求されています。そ

こから 11字分の「言葉に意味を与えていく」を導き出すことができれば正解です。文脈を理解しながら本文を読んでいけ

ば、11字という指定の通りに抜き出せますが、「社会的に位置づける」ことは「言葉に意味を与える」ことである、という

ことへの理解が少し難しかったようです。 

問五 ２行記述問題です。傍線部⑸より、「言葉」が「本質的によそよそしい」ということを言い換えて説明する問題です。「よそ

よそしい」とは「他人に対するようで、親しみがない」という意味です。このことを述べている箇所は 73行目「言葉とい

うのは、それだけで見ると、単なる記号でしかありません。」、82行目「その言葉は、『納得』の手前で、…」、85行目「は



じめての言葉を聞いても人はその意味をすぐに理解することはできません。」、以上の３つが対応しています。これらをまと

めて記述できれば正解です。言葉の本質的な性質＝「記号」、よってはじめて聞く言葉＝理解できない、という内容が書か

れていない答案が目立ちました。 

問六 ３行記述問題です。傍線部⑹より、「新しい思考の枠組み」はどうすることによって作ることができるかを筆者の考えに沿

って記述する問題です。傍線部の指示語「そのようなかたちで」とあるので、その対応内容を見つけます。すると、97 行

目～98 行目「各人の思考の枠組みを取り払い」・「言葉と意味との関係をいったんリセット」、108～110 行目「その新しい

意味の立ち上がりに各人が参加」→「自分たちが共有する思考の枠組みを自ら納得する仕方で見出す」の４つが対応してい

ることがわかります。これら４点をまとめれば正解です。「リセットする」「取り払う」の部分は書けていましたが、他のポ

イントも含めて３行でまとめた答案は少なかったようです。 

問七 接続語問題です。選択肢の４つの語が必ず１つずつ対応します。 A には例示の「例えば」が入ります。 B は、それ

までの段落で述べられていた創世記の神話と近代の神話をまとめた形で、「いずれの思考の枠組みも…」とつながっている

ので、要約内容を導く「つまり」が入ります。 C には比較・選択を示す「むしろ」が入ります。 D は、それまでの

段落で言葉の機能について述べられていたものが、再び思考の枠組みについての議論に戻る段落の冒頭なので、話題の転換

を示す「さて」が入ります。いずれも全体の文脈を理解した上で最もふさわしいものを選ぶことが求められています。 

問八 漢字問題です。ア「死後」、イ「相対」、ウ「休息」、エ「体系」、オ「直結」です。楷書で丁寧に書く練習を日頃からしてお

きましょう。エ「外国語をタイケイ的に学ぶ」＝「体系」が書けていない答案が目立ちました。 

問九 内容一致問題です。正解はエです。ア「現代社会においては不要なものである」、イ「よそよそしく響く」「…宙吊りにする」、

ウ「その代償として多様性を喪失した」がそれぞれ誤りです。この設問の正答率は 84.3%です。よくできています。 

 

２ 出典：津村記久子『うそコンシェルジュ』 

問一 ３行記述問題です。傍線部⑴より、「知り合い」ではなく「知り合いのようなもの」と言っている理由をまとめます。4 段

落と 5段落から「私」と「相沢さん」は、「小規模な布の展示会」「順番待ちで後ろに並んでいた」「話し始めて一緒に行動」

「連絡先を交換」という流れで意気投合しているのですが、43行目(7段落)に「私的な話はほとんどせず」とあり、本当に

うちとけているわけではありません。だから「知り合いのようなもの」と言っているのです。これらの内容をまとめれば正

解になります。第 3段落の SNSのやり取りの箇所を書いている答案もあり、時系列での読解の誤りが大きな失点につなが

ってしまったものが多かったようです。 

問二 ４行記述問題です。「私」が「相沢さん」に「一日で作れますんで、今度差し上げますよ」と提案してしまった理由をまと

めます。6段落の内容から、長い間自虐のようなことを言う相沢さんにもう話すことがなくなってきたこと、自分の作った

ものが完全な他人から評価されるといううれしさ、自発的に欲しがってくれる人がいるということにやや舞い上がっていた

こと、これら３つのポイントをまとめれば正解です。比較的よく書けていましたが、すべてのポイントを網羅した答案は少

なかったようです。 

問三 選択問題です。「相沢さん」はどういう人であるかを読み取ります。正解はウです。ア「愛用しているブレスレットを身に

付けてロケ現場を追う」、イ「近くのお客から好きな芸能人の主演ドラマがあると聞いて」、エ「サービスのよい芸能人ばか

りを追って回る」がそれぞれ誤りです。ほとんどが正解でした。 

問四 ㈠は選択問題です。「私」が「相沢さん」を「なんだかこの人すごく複雑な人だな」と感じた理由を答えます。正解はエで

す。ア「申し訳なく思っている様子もなく、明るく振る舞っている」、イ「断りを入れることができるから」、ウ「本当に残

念なのは仲間たちに会えないことなのだと正直に」がそれぞれ誤りです。ほとんどが正解でした。㈡は三行記述問題です。

結局「私」がしたことをまとめます。傍線部の内容から、15 段落と 16 段落の内容をまとめます。「私」が「相沢さん」の

複雑さを重荷に感じ始めたこと、数えるほどしか会ったことがない知人レベルの「相沢さん」の行動に思い悩むことは時間

の浪費に思えたこと、もう「相沢さん」と会うつもりはないこと、けれども「相沢さん」が「私」に借りを作るというよう

な人間関係のバランスの悪さが嫌いだったこと、そうしたことから、うそをつくことにしたこと、これら一連の流れをまと

めれば正解です。だいたいよく書けていましたが、「時間の浪費に思えた」「会うつもりはない」の部分が抜けている答案が

やや見受けられました。 



問五 脱文補充問題です。《あなた、これが気になってたでしょ？ …本当はそれを知りたいのよ。》は、インターネットのサイト

を眺めていると出てくるおススメ商品の紹介に関する、やや皮肉をこめた表現だとわかります。したがって、「私」が「検

索」をしている場面が該当します。正解は《う》となります。正答率は 85.2％です。よくできています。 

問六 語句問題です。㈠「うそのつもりで言ったことが、いつのまにかほんとうになること」は「うそからでたまこと」(9 字)と

言います。「ひょうたんからこま(瓢箪から駒)」は「意外な所から意外の物が出ること、冗談半分のことが事実となってし

まうこと」という意味なので、違います。正答率は 48.6％でした。㈡は慣用句・ことわざ問題です。「 A 舌」には「二

枚」、「 B  に乗せられる」には「口車」、「 C  をかく」には「裏」、「うそも D 」には「方便」がそれぞれ入ります。

いずれも比較的よく書けていました。引き続き語彙力向上のための努力を積んでほしいと願っています。 

問七 擬音語・擬態語等の語句問題です。  Ⅰ  にはカ＝「シャカシャカ」、  Ⅱ  にはア＝「シャキシャキ」、  Ⅲ  にはケ＝

「にょきにょき」、  Ⅳ  にはエ＝「シュワシュワ」がそれぞれ入ります。ほぼ全員が正解しています。 

問八 内容一致問題です。正解はウです。ア「体調不良を理由にするのは姪から認められなかった」、イ「見破られるだろうと不

安だった」、エ「『私』は…うそをつくのはよくないと反省した」がそれぞれ誤りです。これも正答率は 81.9%で、よくで

きています。 


